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１．はじめに 

近年、大雪に伴う大規模な車両滞留や長時間の通

行止めが問題となり、このような交通障害は、雪の

多い地域以外でも局所的な大雪により度々発生して

いる。国の管理路線で発生した立ち往生車（スタッ

ク車）は、2011～2016年度に全国の4,578箇所で発生

（小規模なものを含む）し、内訳は①東北地方整備

局が34%、②北陸地方整備局が18%、③北海道開発局

が14%を占めていた。次いで、④関東地方整備局が13%、

⑤中国地方整備局が11%を占めるものの、上位①②③

以外の地域では、年度により発生のばらつきが大き

く、局所的な大雪の影響を大きく受けていた１）。 

このような状況を踏まえ、立ち往生車の発生状況

に関するデータ分析や現場ヒアリングをもとに特徴

を把握し、他地域に役立つ情報として原因や課題等

を整理している。これらの整理結果をもとに、冬期

道路管理の視点から必要な幅広の路肩、登坂車線な

どの、立ち往生に強い道路構造等により課題解決に

導く方向性を検討している。 

２．東北、北陸、北海道の発生傾向と対策  

毎年、立ち往生車が発生している東北地方整備局、

北陸地方整備局、北海道開発局管内（以下「東北、

北陸、北海道」という。）において、発生の多い箇

所を抽出し、発生傾向と対策内容を把握するための

アンケートとヒアリング調査を2018年度に行った。

図１はアンケート調査を行った箇所の気象条件を

把握するために整理したもので、図２には主な発生

要因を整理した。当該箇所の気象条件は、冬期間の

気温や降水量の分布に特徴があり、発生要因は気象

条件の特徴に応じた傾向となっていた。平均気温の

低い順に見ていくと、北海道は視程障害や吹き溜ま

りによる発生が多く、路面上の雪の他に気温の低さ

や風の影響が大きいと考えられる。東北は積雪と路

面凍結による発生が多く、北陸は積雪による発生が

多い。特徴的な対策としては、北海道では視線誘導

標の導入率が高く、東北は薬剤自動散布装置、北陸

は消雪パイプが一部で導入されていた。また、３地

域とも、チェーン着脱場の導入率は高いものの、チ

ェーン未装着による発生が問題となっていた。効果

的な対策としては、３地域とも登坂車線の評価が高

く、立ち往生車が発生しても被害が拡大しにくいこ

とが評価されていると考えられる。 

図１ 調査箇所の気象条件（冬期の気温・降水量） 

図２ 立ち往生車の主な発生要因（北海道、東北、北陸） 

３．今後のとりまとめ方針 

東北、北陸、北海道の発生傾向と対策について概

略を紹介した。引き続き、道路構造等による対策を

中心に適用条件や効果を整理し、他地域の導入に役

立つ情報としてとりまとめる予定である。また、被

害拡大を防ぐ上では、登坂車線以外にも、幅の広い

路肩の導入は雪に強い道路構造を実現する上で有効

と考えられる。これら対策を予防的観点から導入す

る方策についても検討を進める予定である。 

☞参考文献 池原圭一・川瀬晴香・小林寛「冬期道路の立ち往生

車発生傾向」,土木技術資料2019年4月号 
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１．はじめに

平成29年九州北部豪雨、平成26年広島での豪雨な

ど、近年、線状降水帯等の集中豪雨による土砂災害

が頻発している。風上で発生した積乱雲が次々と流

れ込むバックビルディング型の線状降水帯等が形成

されると、強雨域が数時間にわたって停滞するため

甚大な被害をもたらすことが多い。また、これら豪

雨は台風等の降雨と異なり数値予報により量・場

所・時間について正確に予測を行うのは困難である

のが現状である。

そこで、防災担当者に迅速な情報提供が出来るよ

う線状降水帯等の抽出手法を検討しリアルタイムで

自動抽出できるシステムの開発を行った。本稿はそ

の取り組みの概要を紹介する。

２．研究内容

2次元の気象庁解析雨量データを用い、降雨強度、

強雨域の形状、風向、大気の不安定さを表す気象指

標（豪雨生起ポテンシャル）等から線状降水帯を抽

出するアルゴリズムを検討しプロトタイプシステム

を構築した。平成26年広島での豪雨、平成29年九州

北部豪雨、平成30年西日本豪雨に適用したところ、

大規模な土砂災害の発生前に線状降水帯の発生を概

ね把握出来る結果となった。

また、平成26年広島での豪雨において、国交省X

バンドMPレーダによる3次元観測データを用いて線

状降水帯を構成する積乱雲のうち特に風上側の積乱

雲の発達段階を判別することで線状降水帯の継続性

について分析したところ、より危険な停滞性の線状

降水帯を判別出来る可能性があることが分かった

（図参照）。

図 3次元データ（X-MP）を用いた線状降水帯の抽出

３．今後の予定

本システムは現在全国の地方整備局及び都道府県

等の土砂災害担当部局で土砂災害危険度評価の観点

で実証実験を実施中で、今後、防災担当者に使いや

すいシステムへと改良する予定である。3次元レーダ

観測データによる線状降水帯抽出手法の高度化につ

いてはより高精度なフェーズドアレイレーダ

（MP-PAWR）の活用等についても検討を行っていきた

いと考えている。
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